







































































































がないと思われる （1） 。 
 注 
 （1） これに関連して佐々木は註3で「正統だが不
当な統治」も現実的には生じうるにもかかわら
ず、筆者が不問に付していると批判している。
しかし、実はこのような統治は現実的には存在
しえない。なぜならロック倫理学においては同
意よりも自然法が基底的な存在なので、そもそ
も不当な統治は同意の対象にならないからであ
る。筆者がこのような統治に触れなかった所以
はここにある。 
